
岡大様式（臨研）１号 

研 究 内 容 の 概 要 
 

※ 該当する部分を■にして下さい。■その他の場合は（  ）内に内容を記載して下さい。 

 

介入研究（医薬品・医療機器を使用する） ■介入研究（医薬品・医療機器を使用しない） 

□観察研究 □ヒトゲノム・遺伝子解析研究 □その他(        ) 

 

研究課題名 
肺切除術において分離肺換気を必要とする全身麻酔中の制限酸素療法の効果に関す

る研究：単盲検パイロットランダム化比較試験 

責任者所属・氏名 
所    属：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 麻酔・蘇生学分野 

研究責任者名：森松 博史 

使用する医薬品 

医療機器等 

□使用あり ■使用なし 

名称：  

本研究対象疾患に対する薬事承認 □有 □無 □その他(   ) 

保険適応 □有 □無 □その他(   ) 

侵襲の有無 
■侵襲あり □軽微な侵襲あり □侵襲なし 

(選択理由：全身麻酔中の酸素療法として、制限療法を行うため        ) 

介入の有無 
■介入あり □介入なし 

(選択理由：無作為割り付けを行うため        ) 

 

１）研究内容 

   ■岡大単独研究 

   □多施設共同研究   

□岡大主管  □他施設主管(主管施設：           ) 

 

２）研究について（研究の意義・目的、方法、企業からの資金を用いるか・将来を含めて特許権及び 

経済的利益を生み出すか等について簡明にご記載下さい）〔400字程度〕 

酸素療法は諸刃の剣であり、不必要な酸素投与を避けつつ、適切な血中酸素濃度を維持する事が

重要である。我々の事前の研究において、分離肺換気を要する手術の患者は、術中に過剰な酸素投与

を受ける危険性が高く、さらに、その過剰な酸素投与が術後呼吸器関連合併症の発生に関連がある可

能性が示唆された。本研究では、分離肺換気を要する手術の患者に対して、不必要な酸素投与をさけ

るため、経皮的動脈血酸素飽和度(SpO2)の目標値を、従来よりも低めに設定する制限酸素療法の安

全性、有効性を検証することを目的とする。方法は、対象患者 170名に対して、制限酸素療群（目

標 SpO2 90-94%）と非制限酸素療法群（目標 SpO2 ≧96%）に無作為に割り振り、術後の無

気肺形成や合併症の発生への影響を比較する。制限酸素療法の安全性、有効性を証明することができ

れば、肺切除術を受ける患者の早期回復につながる可能性がある。 

本研究は科学研究費助成事業の助成で行い、企業からの資金は用いない。将来の特許及び経済的

利益に関しては該当しない。 

 

 

3）試料・情報について 

使用する試料(既存試料か新たに試料を採取するか） 

 通常の診療で得られる試料のみ使用 

使用する情報(既存情報か新たに情報を収集するか） 

 通常の診療で得られる情報のみ使用 

 

４）対象疾患及び研究対象者 

   対象疾患名：（全身麻酔下に分離肺換気を必要とする肺切除術施行予定の患者） 

    ■患 者  □健常者  □その他（              ） 

 

５）研究フロー図 



 

 

 

 

 


